
令和6年度

湘南医療福祉専門学校　自己評価



①教育理念・目標・人材育成像

1） 理念等は文書化するなど明確に定めているか 4
学生募集要項・ホームページに記載し、本
校入学希望者に周知している。

2） 理念等に応じた課程（学科）を設置しているか 4
理念に沿い、医療・福祉にかかわる課程を
設置している。

3）
理念等を学生・保護者、関連業界等に周知し
ているか

3
オープンキャンパス等で保護者に周知して
いる。就職先施設等にはキャリア支援セン
ターより学校の理念を説明している。

4）
学内外にかかわらず、実習の実施にあたっ
て、関連業界等からの協力を得ているか

4
実習においては、関連業界等の協力を得
ており、実習内容についてもご理解をいた
だいている。

5）
理念等の達成に向け、特色ある教育
活動に取組んでいるか

4

学校独自のカリキュラムを取り入れ、また関
連業界より講師を招いて講演会を行う等、
学科ごとに特色のある教育活動を行ってい
る。
職業教育の質を高めるため教育課程編成
委員会を設置した。

【備考】

適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：1評価項目

令和6年度より新たに各科の教育課程編成委員会を設置し、企業等との連携を通じて各学科の授業科目の開設や、各
科目の授業方法の改善・工夫等を行うことで教育の質を高め、より実践的な職業教育の質を確保することを目的とし
た。
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②学校運営

1）
理事会、評議員会は、寄付行為に基づき適切
に開催しているか

4 寄付行為に基づき開催している。

2）
学校運営に必要な事務及び教学組織を整備
しているか

4 必要に応じた人数で運営をしている。

3）
会議、委員会等の議事録（記録）は、開催毎
に作成しているか

4
各会議は議事録をとり、議事録をクラウド上
でいつでも閲覧可能としてる。

4）
規則・規程等は、必要に応じて適正な手続き
を経て改正しているか

4

就業規則は毎年見直しを行い、時代に
沿ったものを制定している。
改正時には社労士の指示を仰ぎ、適正な
手続きを経ている。

5）
学生に関する情報管理システム、業務処理に
関する システムを構築しているか

4
クラウド型の学籍簿システムを利用し、教職
員間で情報共有を行っている。募集管理に
ついてもシステム化している。

6）
学生指導において、適切に学生情報管理シ
ステムを活用しているか

4
学籍簿システムに学生の成績・面談状況・
校納金納入状況・就職活動状況を記録し
ており、内容を学生指導に利用している。

7）
データの更新等を適切に行い、最新の情報を
蓄積し ているか

4
学生の情報は常に最新のものを入力し保
管管理している。

8）
システムのメンテナンス及びセキュリティー管
理を適切 に行っているか

4

学籍管理システムの担当者をおき、業者と
連携のうえ適切に管理を行っている。学内
サーバーは専門企業に保守管理を依頼
し、セキュリティー管理を行っている。

【備考】

適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１評価項目
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③教育活動

1）
学科ごとに目標とする教育到達レベルを明示
しているか。

4 各科で教育到達レベルを設定している。

2）
授業科目の開設において、専門科目、一般
科目を適切に配分しているか

4
専門科目・一般科目を適切に配分し、授業
時間と単位数を明確にしている。

3）
修了にかかる授業時数、単位数を明示してい
るか

4
学校ホームページ内の学校情報に各科の
カリキュラムを掲載している。

4）
授業科目の目標に照らし、講義・演習・実習
等、適切 な授業形態を選択しているか

4
授業科目ごとに目標を定め、適切な形態で
授業を行っている。

5）
授業科目について、授業計画（シラバス・コマ
シラバス）を作成しているか

4
シラバスを作成し、学生がポータルサイトか
ら閲覧できるようにしている。

6）
教育課程は定期的に見直し、改定を行ってい
るか

4
必要に応じて見直しを行い、改訂をしてい
る。

7） 授業評価を実施する体制を整備しているか 4
前期・後期の授業終了時期に、紙ベースで
アンケートを配布し、回収している。

8）
学生に対するアンケート等の実施など、授業
評価を行っているか

4
全学科・学年で授業評価を行っている。ア
ンケートはほぼ１００％の学生から回収する
ことができている。

9）
教員にフィードバックする等、授業評価結果を
授業改 善に活用しているか

2
専任教員へ評価内容をフィードバックして
いる。非常勤講師については全員への
フィードバックがなされていない。

10）
成績評価の基準について、学則等に規定す
るなど明確にし、かつ、学生等に明示している
か

4
「学生のてびき」に記載し、学生全員に配
布している。

11）
資格・免許の取得について、指導体制を整備
しているか

4
国家試験対策授業を行い資格の取得率向
上に努めている。

12）
授業科目を担当するため、教員に求める必要
な資格等を明示し、確認しているか

3
教員採用時に、履歴書および資格証など
で必要な資格・資質・経験を確認している。

13）
教員の知識・技術・技能レベルは、関連業界
等のレベルに適合しているか

3
教員研修会等などに積極的に参加してい
る。

14）
教員一人当たりの授業時数、学生数等を把握
してい るか

4
時間割を作成し把握している。学生数は学
籍管理システムにて管理している。

【備考】

適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１評価項目

一部講師へのフィードバックは行うことができたが、非常勤講師へのアンケートのフィードバック方法が各科で統一化さ
れていない。辛辣な意見があった場合にフィードバックできていないことが多いが、学校としての対応を統一化していく。
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④学修成果 

1） 学生の就職活動を把握しているか 4
キャリア支援センターにて、全学科の学生
の就職状況を把握している。また、積極的
に就職支援を行っている。

2）
就職率等のデータについて適切に管理して
いるか

4
キャリア支援センターでデータ管理をして
いる。

3）
特別講座、セミナーの開催等、授業を補完す
る学習支援の取組みはあるか

3
国家試験対策、関連業界人による講演会
等を行っている。

4）
合格実績、合格率、全国水準との比較など
行ってい るか

4
毎年全国水準および過去の本校との水準
と比較を行っている。

【備考】
キャリア支援センターでは各科ごとの担当を配置し、情報交換を密に行うようにした。

適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１評価項目
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⑤学生支援

1）
学生の就職活動の状況を学内で共有してい
るか

4
キャリア支援センターを設置し、各科の就
職状況について把握している

2）
就職に関する個別の相談に適切に応じている
か

4
キャリア支援センターを設置し、個別の相
談に適切に応じている。教員も個別の対応
を行っている。

3）
中途退学の要因、傾向、各学年における退学
者数等を把握しているか

4
退学者の退学要因、対応内容、人数を
データ化し把握している

4） 指導経過記録を適切に保存しているか 4 各科にて記録をデータ保存している。

5）
留学生の相談等に対応する担当の教職員を
配置しているか

4
介護福祉科教員、留学生担当職員、キャリ
ア支援センターが対応している。

6）
専任カウンセラーの配置等相談に関する組織
体制を整備しているか

3
カウンセラーを整備し学生に周知を行って
いるが、利用率は低い。

7）
留学生に対して在籍管理等生活指導を適切
に行っているか

4
在留資格やアルバイトに関する指導などは
取次申請資格をもつ専門の職員が対応し
ている。

8） 学費の減免、分割納付制度を整備しているか 4

日本学生支援機構の給付奨学金の対象校
となっており、入学者は学費の減免を申請
することができる。
また、学校独自で校納金を分割して支払う
ことができる分納制度および延納制度を導
入し、入学前の学資負担を軽減できるよう
配慮している。

9）
大規模災害発生時及び家計急変時等に対応
する支援制度を整備しているか

4
日本学生支援機構の緊急応急採用の募集
を年間を通して行っている。

10）
公的支援制度も含めた経済的支援制度に関
する相 談に適切に対応しているか

4
公的制度の周知を掲示板で行い、支援に
関する相談にも応じている。

11）
全ての経済的支援制度の利用について実績
を把握しているか

4
奨学金を含め、すべての制度の利用者は
データで管理している。

12） 保健室を整備し専門職員を配置しているか 4
保健室を整備し、体調不良の学生は担任
が対応して経過観察を行っている。

13）
 定期健康診断を実施して記録を保存してい
るか

4
年に1度健康診断を行い、卒業するまで記
録を保管している。

適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１評価項目

6



⑤学生支援

適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１評価項目

14） 近隣の医療機関との連携はあるか 3

学校と同じ建物内に内科・整形外科・皮膚
科があり、体調が優れない学生は受診をさ
せている。しかし、医療機関に特別の受け
入れ態勢をお願いしているわけではない。

15）
遠隔地から就学する学生のための寮を整備し
ているか

4 学校から徒歩圏内に提携の学生寮がある。

16）
学生寮の管理体制、委託業務、生活指導体
制等は 明確になっているか

4

大手企業が行っている学生寮のため、管理
体制に問題はないと判断している。職員が
寮の見学を行い生活指導体制を確認して
いる。

17）
学生寮の数、利用人員、充足状況は、明確に
なっているか

4
寮を利用している学生の名簿および生活
状況はすべて把握している。

18） 大会成績など実績を把握しているか 4 すべての大会実績を把握している。

19） 緊急時の連絡体制を確保しているか 4

クラスごとに緊急連絡網を作成している。ま
た、学生および保護者のポータルサイト上
で安否確認や連絡ができるようになってい
る。

【備考】

LINEの相談窓口を新たに設置したが利用率は低いため、学生への周知を行っていく。
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⑥教育環境

1）
 施設・設備・機器類等は設置基準、関係法令
に適合 し、かつ、充実しているか

4

教育上必要な施設・設備・用具は法令に則
り整備されている。
老朽化が見られる場所は適宜補修工事を
行っている。

2）
図書室、実習室など、学生の学習支援のため
の施設 を整備しているか

4
学校開校時間内は各教室、各実習室を自
習に使えるようにしている。

3）
図書室の図書は専門分野に応じ充実してい
るか

4
必要な専門図書を揃えている。また、学習
に役立つ図書を積極的に購入するよう教
員に周知している。

4）
学生の休憩・食事のためのスペースを確保し
ているか

4
学生が自由に使用できるラウンジルームを
設置している。

5） 施設・設備のバリアフリー化に取組んでいるか 4
建物内はバリアフリーとなっており、エレ
ベーターや多機能トイレを設置している。

6）
手洗い設備など学校施設内の衛生管理を徹
底してい るか

4
トイレの手洗い所以外に、手洗いが必要な
実習室には手洗い設備を設置している。

7） 卒業生に施設・設備を提供しているか 3
求人票の閲覧を可能としている。講演会な
どで施設貸し出し希望があった場合は基本
的に有料で行っている。

8）
施設・設備等の日常点検、定期点検、補修等
につい て適切に対応しているか

4

夜間事務員が校内を巡回し、異常があった
場合は迅速に対応している。定期点検・保
守はビルメンテナンス会社に委託して行っ
ている。

9）
施設の改築・改修、設備の更新の計画を策定
し、適切に実施しているか

4
校舎の改修・設備工事については事前に
計画を策定し、適正に行っている。

10）
学外実習等について、実施要項・マニュアル
を整備し、適切に運用しているか

4 学外実習実施要項を整備し運用している。

11）
学校行事の運営等に学生を積極的に参画さ
せているか

3
レクリエーション大会・学園祭・卒業パー
ティーは学生主体で行っている。

適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１評価項目
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⑥教育環境

適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１評価項目

12）
学校防災に関する計画、消防計画や災害発
生時に おける具体的行動のマニュアルを整
備しているか

4
毎年学生・教職員で防災訓練を行ってい
る。消防計画を作成し、各教職員が班ごと
に担当を受け持っている。

13）
消防設備等の整備及び保守点検は法令に基
づき行 い、改善が必要な場合は適切に対応
しているか

4
法令に則った消防設備等の保守点検を
行っている。

【備考】
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⑦学生の募集と受入れ

1）
高等学校等における進学説明会に参加し教
育活動 等の情報提供を行っているか

4

進学ガイダンスや高等学校でのガイダンス
に参加をして本校の説明を行っている。ま
た、高等学校が行う授業や研修も積極的に
受け入れをしている。

2）
入学時期に照らし、適切な時期に願書の受付
を開始しているか

4
神奈川県専修学校各種学校協会の取り決
めに従って受付を行っている。

3）
専修学校団体が行う自主規制に即した募集
活動を行っているか

4
神奈川県専修学校各種学校協会の取り決
めに従って受付を行っている。

4）
志願者等からの入学相談に適切に対応して
いるか

4
個別の相談にはメール、LINE、電話、対面
面談等で相談に応じている。

5）
学校案内等において、特徴ある教育活動、学
修成 果等について正確に分かりやすく紹介
しているか

4
毎年情報を更新し、各学科の特徴・資格・
学校の雰囲気などが分かりやすいものを作
成している。

6）
オープンキャンパス、学校見学などの実施に
おいて、多くの参加機会の提供や実施内容の
工夫など行っているか

4

高校生・社会人が参加しやすい土日に開
催を行っている。平日の夕方にも説明会を
実施し、他にも受験希望者の都合の良い
日に合わせた個別相談も行っている。

7）
志望者の状況に応じて多様な試験・選考方法
を取入れているか

4

土日の入試の他、受験者の都合にあわせ
平日も推薦入試を行っている。遠方から来
れない方へはオンラインで面接を行ってい
る。

8）
学科ごとの合格率・辞退率などの現況を示す
データを蓄積し、適切に管理しているか

4 すべてデータ化をし管理している。

9） 学納金の水準を把握しているか 4
同分野の他校と比較し、妥当な金額となっ
ている。

10）
学納金等徴収する金額はすべて明示してい
るか

4
募集要項・ホームページ上に明記してい
る。

11）

文部科学省通知の趣旨に基づき、入学辞退
者に対 する授業料の返還の取扱いに対し
て、募集要項等に 明示し、適正に取扱ってい
るか

4
学生募集要項に明記し、適正に返還を
行っている。

【備考】

適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１評価項目

各科一定の割合で受験に結びつけられるよう、毎回違うメニューをするなどして、より魅力的なオープンキャンパスを行
いリピーター率を上げている。学資支援に関する説明も積極的におこなっている。
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⑧財務

1）
応募者数・入学者数及び定員充足率の推移
を把握 しているか

4
資料請求者・オープンキャンパス参加者・
受験者・入学者の人数の推移を把握してい
る。

2） 設備投資が過大になっていないか 4 適切な規模で設備投資を行っている。

3）
予算の編成過程及び決定過程は明確になっ
ているか

4
各科主任が予算編成を行い、経理部で精
査のうえ理事長の承認を得ている。

4） 予算と決算に大きな乖離を生じていないか 4

予算と決算に乖離は少ない。一定の金額
以上の予算執行時には決裁文書を作成
し、所属長が確認のうえ決算している。予
算にないものに関しては、所属長、経理
部、校長・理事長に稟議をあげている。

5）
公開方法についてホームページに掲載する
など積極的な公開に取組んでいるか

4 ホームページ上で公開している。

6）
私立学校法及び寄付行為に基づき、適切に
監査を実施しているか

4 法令に基づき実施している。

【備考】

適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１評価項目
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⑨法令等の遵守

1）
関係法令及び設置基準等に基づき、学校運
営を 行うとともに、必要な諸届等を適切に
行っているか

4 必要な届け出を適切に行っている。

2）
セクシュアルハラスメント等の防止のための方
針を明確化し、対応マニュアルを策定して適
切に運用しているか

3
職員がハラスメントマネージャーⅡ種検定
を取得している。

3）
個人情報保護に関する取扱方針・規程を定
め、適切 に運用しているか

4
プライバシーポリシーを定め、本校ホーム
ページに掲載している。

4）
自己評価の実施に関する学則及び規定等を
整備し実施しているか

4 規程を整備し、学則に明記している。

5）
評価結果をホームページに掲載するなど広く
社会に公表しているか

4 本校ホームページで公開している。

6）
学校関係者評価実施のための組織体制を整
備しているか

4
理事長を委員長とする学校評価委員会を
定め、実行委員を選出している。

7）
設置課程・学科の関連業界等から委員を適切
に選任しているか

4
各科の業界関係者、卒業生、学校近隣の
方などに学校関係者評価委員を依頼して
いる。

【備考】

適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１評価項目

ハラスメント防止について、引き続き専門部署設置を目標に担当者の教育を行っていく。
また、初期対応については内部ではなく外部窓口の設置も検討している。
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⑩社会貢献・地域貢献 

1）
地域の受講者等を対象とした「生涯学習講
座」を開講しているか

4
神奈川県専修学校協会と連携し、「しごと
の学び場」「チャレンジスクール」を開講し
ている。

2）
ボランティア活動など社会活動について、学
校として積極的に奨励しているか

4
老人施設へのボランティア、地域イベント
等のボランティア活動を行っている。

3） ボランティアの活動実績を把握しているか 4 活動実績の報告書を作成している。

4）
ボランティアの活動結果を学内で共有してい
るか

4 報告書を学内で供覧している。

【備考】

適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１評価項目
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